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　　　図題は図の下に，和文原稿では図１，図２ …のように，英文原稿では Fig. １， Fig.２…のように記す。また，表題は表
の上に，和文原稿では表１，表２ …のように，英文原稿では Table１， Table ２…のように記す。図題，表題ともに，













　　　　　　　　鳴門太郎：「日本の学校」，『日本教育』，Vol. １６， No.１， pp. １−１０，１９９０年 .
　　　　　　　　「日本の学校」，鳴門太郎，『日本教育』，第 １６巻第１号，１−１０頁，１９９０年 .
　　　　②単行本の場合は，監編著者名，出版年，書名，出版社，ページ。




　　　　　（例）NARUTO,Taro （１９００）, The Japanese School, Tokyo, Nippon Syuppan, pp. １−２００.
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のみとする。
１０．別刷の費用は，個人（研究費）負担とする。
